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高
根
展
望
台
は
群
馬
県

の
伊
香
保
温
泉
街
か
ら
、

榛
名
湖
に
向
か
う
途
中
に

あ
る
。

展
望
台
の
名
に
相
応
し

く
、
遠
く
の
山
々
か
ら
眼

前
の
盆
地
ま
で
気
持
ち
の

良
い
風
景
が
拡
が
る
。

針
葉
樹
林
は
春
に
な
っ

て
も
濃
い
緑
を
た
た
え
て

い
る
。

そ
の
濃
い
緑
の
間
に
は

芽
吹
き
始
め
た
広
葉
樹
林

や
畑
が
見
え
る
。

榛
名
山
は
数
十
万
年
前

に
大
噴
火
し
た
火
山
。
五

～
六
世
紀
に
も
噴
火
し
て

い
る
。
そ
の
頃
だ
ろ
う
か
、

鎧
を
身
に
ま
と
い
、
火
山

灰
に
埋
も
れ
た
武
人
が
見

つ
か
っ
て
い
る
。

絵
の
右
下
が
伊
香
保
温

泉
街
。
そ
の
後
方
に
聳
え

る
の
が
子
持
山
。
左
手
の

山
が
小
野
子
山
。
い
ず
れ

も
標
高
千
二
百
ｍ
を
超
え

る
山
だ
。

子
持
山
の
少
し
左
、
遠

く
に
雪
を
頂
い
て
い
る
の

は
武
尊
山
。

高

根
展

望
台

か
ら

群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保
町
湯
中
子

二
〇
二
二
年
四
月

山下徹 あおぞら 検索 ===> http://yms-tor.art.coocan.jp 「美術館あおぞら」にバックナンバーが納めてあります

毎日曜発行するつもりですが、予告なく休むことがあります。

ほ

た

か

や

ま

こ
れ
ま
で
幾
多
の
侵
略

戦
争
が｢

自
衛｣

の
名
の
下

に
行
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

ブ
ッ
シ
ュ
は｢

イ
ラ
ク

は
大
量
破
壊
兵
器
を
保
有｣

と
の
嘘
。
そ
し
て
プ
ー
チ

ン
は｢

ロ
シ
ア
系
住
民
の

保
護｣

。
旧
日
本
軍
は｢

満

蒙
は
日
本
の
生
命
線｣

。

つ
ま
り
日
本
を
守
る
に
は

必
要
と
侵
略
。

こ
れ
ら｢

自
衛
の
名
の

侵
略
戦
争｣

を
し
な
い
為

に
憲
法
九
条
は｢

国
際
紛

争
を
解
決
す
る
為
の
戦
争

は
し
な
い｣

と
し
、
第
二

項
で｢

そ
の
為
の
戦
力
は

持
た
な
い｣

と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
安
倍
政
権

は
集
団
的
自
衛
権
容
認
に

憲
法
解
釈
を
変
更
。
そ
れ

に
憲
法
を
合
わ
せ
よ
う
と
、

憲
法
九
条
に
自
衛
隊
を
明

記
。｢

集
団
的
自
衛
権
行

使
＝
他
国
の
紛
争
に
武
力

介
入｣

し
よ
う
と
云
う
。

だ
か
ら
、
自
民
党
は｢

敵

地
攻
撃
能
力｣

を
云
々
。

こ
れ
で
は
ブ
ッ
シ
ュ
の

イ
ラ
ク
戦
争
と
同
じ
だ
。

国
連
憲
章
は
外
国
の
侵

略
か
ら
防
衛
す
る
権
利
を

保
障
し
て
い
る
。
現
行
憲

法
九
条
下
で
も
侵
略
に
無

抵
抗
で
は
な
い
。

自
衛
隊
員
は
日
本
を
専

守
防
衛
。
他
国
の
紛
争
に

出
か
け
て
生
命
を
か
け
る

事
は
本
人
も
家
族
も
考
え

て
い
な
い
だ
ろ
う
。

本
当
に
攻
撃
さ
れ
た
ら

国
連
憲
章
は
第
二
条
で

｢

国
際
関
係
で
武
力
の
行

使
を
慎
め｣

と
あ
る
。
国

連
は
総
会
で
、
プ
ー
チ
ン

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
非

難
決
議
を
採
択
。
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
他
の
諸
国
は
自
衛
の
為

の
武
器
を
援
助
。

ロ
シ
ア
の
侵
略
を
恐
れ

て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
加
盟
を
検
討
。
し
か

し
、
侵
略
に
対
し
て
世
界

各
国
が
防
衛
の
為
に
支
援

す
る
事
は
今
回
証
明
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
？

軍事同盟ははなくても各国が支援する！


